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（イ　　　　）厚さを得ると，（ウ　　　　　　　　　）が決まっているので，分布が決定できたことになる。しかし、この方
法は難しい。そこで，優秀な先人たちの結果だけを利用する!!
（ア　　　・　　　）の近傍に定常状態の（ク　　　　　）を想定する。（ク）は一般に非常に薄く，固体の形状によら
ず，無限平板と見なすことができるので，（　　　　）座標，定常ということで，分布は（　　　　　）分布となる。

そして，境界層や境膜の設定で
重要なことは？
（イ　　　　　）や（ク　　　　）
の（ウ）を用いた（ア）における　
（ケ　　　　　　）が実際の分布の
（ケ）と（　　　　　）すること
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熱移動あるいは物質移動
表面からバルクへ
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右に表面からの移動と
　　表面への移動の場合
それぞれについて，実際の分布，境
界層を想定した分布，胸膜を想定し
た分布の３つの分布を模式的に描く
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熱移動あるいは物質移動
バルクから表面へ
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その他、質問、要望、感想など

１．積分ﾌﾟﾛﾌｨﾙ法の適用(速度)（　　）

そしてこの重要な設定を
（　納得した　　納得できない　）

２．速度，濃度の連成問題(概略)（　　）

移動現象が鍵となる問題　ー微分方程式を解析的に解くー　

一般的には　運動の式，熱移動の式，物質移動の式を
定常問題では，線形化して解析的に解く。
非定常問題では，ラプラス変換法などで常微分化して解く。

しかし！！ 実際の問題では複雑な形状であったり，あるいは熱や物質の移動に（　　　　　）の影響がある、
すなわち（　　　　）項が解析対象になる場合に簡単に解は得られない。

では全くわからないままなのか！　ー　そんなことはない！　なんとかする方法がある！
（ア　　　  ・　　　　）における移動現象だけがわかればよいのであれば（ほとんどの場合がそうである）
（ア）近傍に（イ　　　　　）とそこでの（ウ　　　　　　　　）を想定して何とかする。しかも，一般に（イ）は非
常に薄いので（イ）全域に渡って（ウ）を（エ　　　）して定数にすることにより，最終的に（イ）の厚さ(     )に関す
る（  　　　　）方程式に帰結させる。　→（イ）に対する（エ　　　　)(ウ　　　　　　　　　）法
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それでは（ア）の流束（フラックス）が問題になるような局面 ，例えば（ア）からの物質移動を早速考えてみよう

（ア）の近傍に（イ）を設定し，さらにそこでの（ウ　　　　　　　　）も設定する
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その方法
とは！！
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それぞれ別に考える
（キ　　　　）に対する（イ）内部の（キ）分布

ではその，(ウ）はどうするのか　解析解がわかっている「突然動き出す無限平板」の解から，３次までの多項式を提案。
そして，（イ）端部(η=1)での（オ　　　　　　）を一致させるのではく，（ア）での（オ）を一致させる方がより本質的であり
正解であると理解する（ OK ）。実際にこの例では φ=1-1.41η+0.41η3 となる。下の例では φ=1-1.48η+0.48η3 となり，対
象とする系に依存してしまい，解析的に解けない系に適用できない。そこで，教科書通りだが， φ=1-1.5η+0.5η3 を採用する。
　ここで大切なことは，この式を採用する際にこれが近似であるということを認識しておくということである（ OK ）。
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（イ）厚さに関する方程式
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